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目 的

ζの封査は養魚、場、勝化歩及び鉱山排水等の水質を化学分析Kよって明んかにし、用水としての使

用の可否または水質汚濁の状況を明らかにするものである。

E 訪J査内容
1 養魚関係の71<臨査は五所川原市のー相者から依頼があ仁川?臼調査指導し九

2 鉱山排水Kついては諾木)11上流の一支洗湯の沢}llvてっき、尾太鉱山からの鈎イオンの続出状況を

1 1月 30日----1 2月5日および5月 14 ・15討の 2回tてわたbしらべたc

E 奇;1査概要及び結果

養魚、陵仔では五所川原市.鶴主キ幸次郎所千?の萎;晶、f也(地下 8 0 mから自噴する水)vlζワ空しらべた

が.このフ1<で飼育したつイはてコき τコぎK気泡病κより発死するため!日j氏J;!J J¥樹査依頼あったものであ
るが.化学分析するまでも左<.その臭いK よ b 有害 tê硫化71<~きを多量κ含んでいるととに気付いた

ので同巴噴水の使用を停止し、水道水により養魚するか.もし自噴水を利用寸る場合は爆気して毒性

を少左〈して使用し、 teるべくlL71<;;:tて一養殖するよ号指導した口同氏は後者の方法を採用したが.以

後コイの成育は JI民訴であるといちととであるc 左才~...，..同日噴水は周年 2口℃以上であ£ということで

あるので.冬期間のi也オくの調度保持K役立てるよう指導した白

3，t己太鉱山からの鈎イオン続出状況調査は.岩木川|水系の水質i号、i向監視事業に伴走う基礎診，j査のーっ

として行宏ったものであるD

鈎イオン含有Eは湯の沢)11中涜の尾太橋付近で0.2Q2PPm下抗の昆太鉱業所上抗て口D834PPm.尾太鉱業所

からの選鉱排水で2532PPm尾太鉱業所下流勺土Oj38PPmで湯の沢川は尾太鉱山の坑内7除Mt入するとこ

ろから下流で哨移転なもの鵠き、生秒の棲わなL致j克となっている由まむ銑の合有置は岩木川l本流でも大分

多〈、岩木}II第一発電所からの放ちlfJJ<.で口.03 2 PPm.日屋橋で 0.02 8 PPm. .古川橋で 0.02 7 

PPm総合頭首工で口口 20 PPm .富士見橋で白日 17Ppm、平}II合計l点、 F流の飯田量71<標付近で

O. 0 0 9 PPm と、か左り下派まで含有量が多〈走っているc

Zとな、平川では口 o0 6 PPmで普通の河川と変りない。

注 水産用水基準は鏑陀ついては 0.01 PPmである白

W 考察

7 尾宮飯山よ bの坑内排水及び選鉱排水が桜の沢川を経て美山f践に入るのであるが./明K入る直前

で銑!イオ γが O.1 3 8 Ppm もるり、水産用水基準をはるかに上廻っているロ鈎イオンによる影響

を防ぐためにも排水処理を完全κ実施寸ることが望ましいロ

2 鉱山排水に合まれる有害成分の排出状況を長期にわたって測定し、美山湖.岩木川本読にむける

魚類の棲息状況との関係を調査十る必要がある。
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